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２月２０日（金）に、文部科学省委託事業である「令和７年度インクルーシブな学校運 

営モデル事業中間成果報告会」が開催されました。この事業は、小中高等学校のいずれか 

と特別支援学校を一体的に運営し、障害のある児童生徒と障害のない児童生徒が交流及び 

共同学習を発展的に進め、実証的な研究を行うものです。 

文科省による事業説明の後、モデル地域である１３団体の取組状況や成果等がオンライ 

 ンで報告されました。そして、報告を受けて、菊地一文氏（弘前大学大学院教授）による 

講演があり、同氏は「交流及び共同学習を推進するためのポイント」を５点挙げられ、子 

供への肯定的かつ柔軟な見方・対応と、教職員による日常的な雑談的対話の大切さにふれ 

られました。 
 

 さて、皆さんの小中学校では、今年度の校内における
．．．．．．

交流及び共同学習の成果を振り返 

り、新年度の取組の計画を立てておられることと思います。 

今後も、障害のある子供と障害のない子供の双方の視点に立った学びの環境をつくって 

いきましょう。参考になることを願って、県内の小中学校の先生方の取組の工夫例を紹介 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

  

 

すべての子供が共に学ぶ交流及び共同学習を進めましょう！ 

通常の学級の担任 特別支援学級の担任 

座席配置やロッカー、当
番表等、特別支援学級の子
供も居場所感をもてる教室
環境づくりをしています。 

「個別の指導計画」を活
用し、通常の学級での子供
の学習のねらいや必要な手
立てを伝えています。 

一週間の学習予定
を特別支援学級の担
任や子供に伝えてい
ます。予定変更があ
るときは、早めにメ
モで連絡していま
す。 

障害によって「助け
る・助けられる」という
関係性が固定しないよう
に、子供同士の関わりを
できるだけ見守るように
心がけています。 

全校や学年で SST を実施
したり、子供たちが互いの
「よさ」や「違い」に気付
くような学校環境づくりを
したりしています。 

校内の全教職員 

通常の学級の授業
内容を事前に把握
し、子供が見通しを
もって参加できるよ
うにしています。学
級では、授業の復習
をしています。 

チーム○○小！ 
チーム○○中！ 

。集団参加に不
安を感じやすい子
供が、授業中に困
ったことがあった
ときにヘルプカー
ドを使えるように
支援しています。 

特別支援学級の
担任との打合せの
時間を設け、子供
の良さを伝えた
り、不明な点を聞
いたりしていま
す。 

職員会議や職員打ち合
わせの時間を利用して、
交流及び共同学習に関す
る情報交換やミニ研修を
行っています。 


